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近年、ナレッジマネジメント分野においてKnow-whoというアプローチが注目されてい
る。Know-whoとは「誰が知っているのか」ということに着目するアプローチで、ナレッ
ジマネジメントに人的資源を活用という課題から取り入れたものである。 
 本稿では、知識提供者（すなわちプロジェクトメンバー）が自分のスケジュールを自ら
入力することによって、スケジュール情報を知識需要者（すなわちプロジェクトリーダ）

に提供し、知識需要者と知識提供者のコンタクトを円滑にさせる枠組みを提案し、wikiと
いう共同編集プラットフォームに基づいて、個人の作業スケジュールを入力することによ

り、個人の属性情報（スキルや個人時間情報など）を把握することができた上、もっと管

理しやすい、合理的に個人能力を評価できるKnow-who検索システムを提案する。 
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In recent years, in the knowledge management field, Know-who approach attracts  
some attention. Know-who is the approach which annotates "who knows", and human 
resources are assigned to a practical use for a knowledge management.  

In this paper, by writing one's schedule from each knowledge donor(as projct 
member), a knowledge(as project leader) is provided with schedule information, 
and the framework which makes smooth contact of a knowledge dememdant and a 
knowledge donor is proposed. When such individual attribute information as skill, 
individual time information, etc. has been grasped by inputting an individual work 
schedule based on a joint edit platform called Wiki, new Know-who search engine 
which is more easy to manage and which can express individual capability 
rationally is proposed.  
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 １ はじめに  ３．人へのコンタクトするとき、相手の

状況（忙しいさとか）がわからなく、コン

タクトが円滑に進めない場合もある 
 IT時代の企業内部には、イントラネット
や企業内部の Web サーバを持つのは普通
である。こういった背景には、イントラネ

ット環境における、プロジェクトグループ

のコラボレーション作業を支援するシステ

ムを構築することによって問題解決の試み

が行われた。 

 これらの問題に対し、本研究では、知識

提供者から自分のスケジュールを書くこと

によって、各人の時間情報を知識需要者に

提供し、知識需要者と知識提供者のコンタ

クトを円滑にさせる枠組みを提案し、シス

テムを構築する。また、知識提供者のスケ

ジュールから個人の作業実績を記録するこ

とによって、すでに行った作業から知識提

供者の能力を反映し、マネージャの作業を

個人に分担させ、データの更新や管理が迅

速に実現できる。 

Garter Research社の調査では、「業務
に必要な情報の５０％～７０％は人から直

接得る」「社内情報の８０％以上は個人 PC
内にあり、その人が辞めたら失われる」と

言った報告[Garter02]がある。 
 企業の知識資産の一つとして人がいる。

特にナレッジワーカは企業にとって最も重

要な知識を有している存在であり、これか

らの資産の管理、活用することが今後のナ

レッジマネジメントでも重要となる。つま

り、これまでのナレッジマネジメントシス

テムでは「文書の共有と検索（文書検索と

Know－how検索）」が中心であったが、こ
れからのシステムでは「人（持つ知識）の

共有と検索（Know－who検索）」が中心で
あると言える。 

 
２ コラボレーション支援システムの概

要 
本研究では、wikiという共同編集プラッ
トフォームに基づいて、個人の作業スケジ

ュールを入力することにより、個人の属性

情報（スキルや個人時間情報など）を把握

することができた上、もっと管理しやすい、

合理的に個人能力を表現できるKnow-who
検索システムを提案する。 

図１ システム構成 

 人が持つ知識を重要な資産を考える企業

では、今までさまざまな Know－who検索
システムへの試みがなされてきた。しかし、

今までの Know-whoシステムでは、自己申
告で登録した個人属性情報（スキルや資格

など）は以下の問題があった。 
 １．登録制であるため、内容更新は手間

がかかる、 
 ２．自己申告で登録したデータの真偽が

必ずしも信頼できない、解決する問題に相

応しいレベル知識の持つ人を探すのは難し

い 
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 本システムの基本構成としては、大きく

分けて４つの部分から構成される。プロジ

ェクトや作業管理するコラボレータ支援ツ

ール、各メンバーの個人作業スケジュール

を編集記入する Wiki 環境、各メンバーの
個人情報や時間情報を蓄積するデータベー

スとデータベースの Know-who 検索から
構成する。 
本システムでは、従来の自己申告での能

力評価方法を実績評価に変え、複雑な評価

方法を簡単に作業履歴を入力することよっ

て実現する。Wikiプラットフォームに個人
作業スケジュールを入力することによって、

もともと組織内の一元的な、面倒なデータ

管理を各メンバーに分散し、手軽にデータ

管理を実現できる。しかも、個人の時間情

報を把握した上で、人へのコンタクトを円

滑的に実現し、次のような場合に有用であ

ると考えられる。企業内で新たなプロジェ

クトを立ち上がるとき、プロジェクトに参

加する個人の能力やスケジュールを考慮し

た上でグループの結成を行うのは常識であ

る。グループという知的な活動では、効果

を上げるために、グループメンバーの個人

能力とメンバーが持つ知識を考慮する必要

がある。上述したように、人の社内流動に

よってマネージャは面倒な手作業が増える

という問題が発生する。グループ構成にお

いて要求する知識に基づいたスケジューリ

ングを行うシステムの構築する必要がある。

そして、Know－who 検索システムを統合
したコラボレーション支援システムを構築

することによって、以上の問題を解決する

ことができる。 
 
 

 
３ システムの実装 
 前節での提案に基づき、システムの実装

を行った。本節では、システムの構成、実

装環境、データベース設計について述べる。 
 本システムはクライアントとしては各ユ

ーザ持参の PCで、Webブラウザを用いて
利用することが可能である。Webサーバ環
境は、Apache＋Perl+PHP＋MySQL で構
築し、各ユーザの個人情報、作業履歴を蓄

積することができる。コラボレーションシ

ステムは Web アプリケーションとして
Ruby1.8.1 で書かれた。個人作業の入力、
編集エディットツール、インタフェースと

してはWiki（UseModWiki0.92）で構築し
た。 
図１で示したプロセスのように、あるメ

ンバーは複数のプロジェクトに参加でき、

あるプロジェクトには複数の利用者がいる。

多対多の関係にあるので、利用者表とプロ

ジェクト表の間に、プロジェクト参加表を

設ける。また、ある利用者が各種データに

アクセスできるかどうかは、プロジェクト

単位で判定する。この判定にもプロジェク

ト参加表を活用する。 
タスクは一つのプロジェクトに複数設定

することができるようにする。さらに、一

つのタスクには、複数の進捗を関連付けら

れるようにする。進捗はイベント形エンテ

ィティである。以上をまとめると、図２の

リレーションシップを持つ各表を用意する。

この関係図を基づいて MySQL4.1 でデー
タベースの実装することができる。 

研究会temp
テキストボックス
－9－



 
図２ データベースのモデル図 

メンバーの最新タスクの更新状況を把握

することによって貢献度や作業効率を算出

するため、実装の都合上から必要な表とな

る。タスク進捗表のデータをうまく集めれ

ば、理論上は最新の状態を得ることができ

る。それぞれの表と属性の意味を表 1にま
とめる。 

表１ データベーステーブルとその属性 
 Know－who検索では、Schedule－Wiki
プラットフォームを用いて入力したデータ

が関係データベースに蓄積されているので、

SQL文で簡単に検索機能を実現する。 
 
４ 評価実験 
本システムのコラボレーション支援に効

果的であるかどうかを検証するために、評

価実験を行った。如何に周辺の人で知識を

持つ人を有効に検索するか、利用するかを

支援することはシステムの重要な役割の一

つである。システムの利用効率が高めると、

人の作業効率が自然に高まるとすると、各

メンバーの作業効率を把握することによっ

てシステムの有効性を評価できる。 
本評価実験では、JAIST 近藤研究室の
「中日連携モデル研究会」とプロジェクト

チームを組んで、研究会メンバー12 人約
12週間の日常活動（勉強、研究、プロジェ
クトなど作業内容）、個人スケジュールをデ

ータとして、各メンバーのプロジェクトへ

の貢献度を数値化にすることによって、シ

ステムの有効性を評価する。そして、一般

的なスケジューラ付きのフリーフォーマッ

トシステムを使って、類似したプロジェク

トを行ったとき取れたメンバーの貢献度を

期間１で取ったデータを比較し、システム

の有効性を評価する。 
結果は以下の通りである。期間１、２の

各メンバーの貢献度及び作業効率は以下の

通りとなる、 
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表２ 期間１各メンバーの作業効率 
 

 
表３ 期間２各メンバーの作業効率 

 

 
図３ 作業効率の比較結果 

 
期間１と期間２の第一段階（文書作成の

効率）を比較すると、12人の中に 7人が期
間２より高い、2人が期間２と同じで、3

人が期間２より低い結果が得た、しかし期

間１と期間２の差は予想していたよう大き

くないが、半分以上のメンバーの作業効率

が上がったため、改良されたという結果を

得たと言える。第二段階（Webページ作成
の効率）からみると 12人の中に 4人が期
間２より高い、3人が期間２と同じで、５
人が期間２期間２より低い。残念ながら、

いい結果が得られなかった。 
本プロジェクトに係る知識の幅が広すぎ

るので、メンバー自分が詳しい分野が違う

と考えると、期間１の文書作成のほうが期

間２のWebページ作成よりシステムを判
断する標準になりやすい、期間１と期間２

の結果を見ると、本システムが若干有効で

あることがわかった。 
評価実験から取った各メンバーがプロジ

ェクトに対する貢献度データ（各作業に対

する更新する頻度や量など）とプロジェク

トの全体作業効率データをみると、期間１

は期間２に大幅に上回ることができた、メ

ンバーたちに対するアンケート調査でも、

期間１が使ったシステムは明らかに期間２

に使ったシステムより使いやすくて、簡単

にデータの管理を実現できることが分かっ

た。 
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本評価実験では、予備実験から本実験終

了まで 12週間のシステム運営をしていた。
予備実験に８人を対象にしてデータを取っ

た。本実験に参加する人数は 12人であり、
多人数の被験者で実験できなかったという

点は反省すべき点である。人数が足りない

と、取れたデータが客観的に本当のことを

反映されない可能性がある。 
  
 
５ おわりに 
 本研究では既存 Know－whoシステムと
違った視点から Know－whoの実現方法に
ついて検討した。実在のプロジェクトを管

理する評価実験を行い、Schedule－Wiki
に基づいたコラボレーションシステムにお

ける Know－whoの実現が有用であること
がわかった。 
本システムでは、従来の自己申告での能

力評価方法を実績評価に変え、複雑な評価

方法を簡単な作業履歴を入力することよっ

て実現した。Wikiプラットフォームに個人
作業スケジュールを入力することによって、

もともと組織内の一元的な、面倒なデータ

管理を各メンバーに分散し、手軽なデータ

管理を実現した。しかも、個人の時間情報

を把握した上で、知識需要者（すなわちプ

ロジェクトリーダ）がプロジェクトメンバ

ーへのコンタクトを円滑に行えることを示

した。 
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